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ばらとヨーグルトと世界遺産を有する東欧の国

　　　

―
ひ
ろ
し
ま
産
業
振
興
機
構
の
協
力
を
受
け
て
―

神様がくれた国･ブルガリア

「
ブ
ル
ガ
リ
ア
経
済
セ
ミ
ナ
ー

」
を
開
催

８月２９日～

駐
日
大
使
館
か
ら
チ

ュ
パ
ロ
フ
参
事
官
が
来
広

広島市南区翠　０８２－２５０－９８０５

広島市で

薬剤師募集中

　
ひ
ろ
し
ま
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
協
会
は
8
月
2
9
日

（
水

）
か
ら

３
１
日

（
金

）
ま
で

、
駐
日
ブ
ル
ガ
リ
ア
共
和
国
大
使
館
か
ら

経
済
・
商
務
担
当
の
ト
マ
・
チ

ュ
パ
ロ
フ
参
事
官
を
招
待
し

、

「
ブ
ル
ガ
リ
ア
経
済
セ
ミ
ナ
ー

」
（
ブ
ル
ガ
リ
ア
共
和
国
大
使

館
・
商
務
経
済
部

、
ひ
ろ
し
ま
産
業
振
興
機
構
と
の
共
催

）
や

交
流
会
な
ど
を
行
い
ま
し
た

。

（
関
連
２
面

）

　
こ
の
経
済
セ
ミ
ナ
ー

は

、
２
０
０
５
年
５
月

に
同
国
の
ア
ル
ゲ
ン
・

マ
ー

リ
ン
副
大
統
領
一

行
を
迎
え
て
の
交
流
で

同
副
大
統
領
が
広
島
の

企
業
と
の
経
済
交
流
を

強
く
希
望
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
受
け
て
検
討
し

続
け

、
や

っ
と
開
催
で

き
た
も
の
で
す

。

　
同
参
事
官
は
経
済
セ

ミ
ナ
ー

の
他

、
マ
ツ
ダ

関
連
企
業
の
三
協
プ
ラ

ス
チ

ッ
ク
工
業
㈱
の
視

察
や
県

、
広
島
市

、
ひ

ろ
し
ま
国
際
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
表
敬
訪
問

、
ブ

ル
ガ
リ
ア
理
解
講
座

、

協
会
主
催
の
リ
ー

ガ
ロ

イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
の
交

流
会
な
ど
に
参
加
し
ま

し
た

。

　
チ

ュ
パ
ロ
フ
参
事
官

は

、
上
田
代
表
取
締
役

か
ら
自
動
車
部
品
の
種

類
や
精
度
な
ど
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
後

、

電
子
工
学
面
で
ブ
ル
ガ

リ
ア
は
世
界
的
先
進
国

と
強
調
し

、
日
本
と
の

経
済
協
力
を
希
望
し
て

い
ま
し
た

。
次
い
で

、

工
場
内
を
視
察
し
ま
し

た

。

経
済
セ
ミ
ナ
ー

で
講
演
す

る

チ

ュ
パ

ロ

フ

参

事

官

マ
ツ
ダ
関
連
企
業
や
県

、
市

、
ひ
ろ

し
ま
国
際
セ
ン
タ
ー

な
ど
も
訪
問

マツダ関連の三協プラスチック工

業株で上田代表取締役から自動

車部品の製造工程の説明を受け

るチュパロフ参事官▼

８月２２日（水）、２３日（木）

「ブ　ル　ガ　リ　ア　料　理　教　室」

「料　理　と　ワ　イ　ン　を　楽　し　む　会」

来　る　12月　2日（日）　９：00～

場　所　：　広　島　市　留　学　生　会　館
参　加　費　：２，０００　円

　ひろしま・ブルガリア協会は来る１２月２日（日）
午前９時から１６時まで、広島市留学生会館２階
で、チャリティー・「ブルガリア料理教室＆料理と
ワインを楽しむ会＆理解講座」を開催します。今
回で６回目。

竹田・新全権大使
が赴任前に広島に

在ブルガリア日本国大使館の

同
大
使
　

ブ
ル
ガ
リ
ア
と
の
交
流
の
促
進
を
希
望

　
原
爆
資
料
館
を
見
学
し

、
リ
ー

パ
ー

理
事
長
と
懇
談

　
在
ブ
ル
ガ
リ
ア
日
本
国

大
使
館
の
新
大
使
の
竹
田

恆
治
氏
は
赴
任
前
の
８
月

２
２
日

、
２
３
日
に

、
外

務
省
中
・
東
欧
課
の
山
岸

あ
お
い
外
務
事
務
官
と
も

に
来
広
し

、
協
会
役
員
と

の
交
流

、
前
田
耕
一
郎
館

長
の
案
内
に
よ
る
原
爆
資

料
館
の
見
学

、
広
島
平
和

文
化
セ
ン
タ
ー

の
ス
テ
ィ

竹田新大使と懇談後に記念撮影

前田館長の案内で資料
館を見学する竹田大使
と山岸事務官（中央女
性）▼

お薬から訪問介護、デイサービスまでお任せを

訪問介護、福祉用具貸与、デイサービス寺小屋チャオ、ひとみ薬局

（有）ヤマオコーポレーション

　特に今回は、ブルガリア人女性のリュボフさん
と神戸でブルガリア料理を習ってきた佐々木副
代表理事らが腕を振るいますので、ご期待を。
なお、収益が出ればブルガリアの児童養護施
設の薬代にします。

楽しいブルガリア料理教室（２００６年４月）

ー

ブ
ン
・
リ
ー

パ
ー

理
事

長
と
の
懇
談
な
ど
を
行
い

ま
し
た

。

(

関
連
２
面

)
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みんなで推進しよう！！ 平和・文化・教育・福祉・経済交流を

EU新加盟のブルガリアとの友情を深めて

　 　　（敬称略）　　児玉賢司（会社役員）　白戸学（会社代表取締役）　㈱西武トラベル広島プリンスホテル営業所
　　　　　　　　　　㈱メンテック　㈱安芸管理サービス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　８９人・法人

お気軽にご連絡ください。全車無線対応です。

中国タクシー株式会社 ℡　０１２０－８８７０４０

販促の企画からパッケージの制作まで

㈲　巴　紙　工 広島市安佐南区　０８２－８７４－３１７５

新会員紹介

「ブルガリア語教室」　毎月、第2木曜夜と第3日曜昼

広島市中区   ０８２－５４１－３７７７

場所：（財）ひろしま国際センター

リーガロイヤルホテルで「チュパロフ参事官を囲む夕べ」

第
3
期
第
1
回
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
理
解
講
座
も
担
当

広島県庁で光本商工労働部長と意見交換
　

　
　
県
下
企
業
の
進
出
に
期
待

ブルガリア人による 講師：リュボフさん

ブ ル ガ リ ア 料
理 講 習 IN 神 戸

９月１日（土）～２日（日）

佐
々
木
副
代
表
理
事
ら
６
人
が
参
加

藤
田
常
任
理
事
の
友
人
・
ヨ
ル
ダ
ノ
フ
宅
へ

　
ひ
ろ
し
ま
・
ブ
ル
ガ
リ

ア
協
会
は
９
月
１
日

（
土

）
か
ら
２
日

（
日

）

に
か
け
て

、

「
ブ
ル
ガ
リ

料
理
講
習
I
N
神
戸

」

（
団
長
・
藤
田
洋
三
常
任

理
事

、
６
人

）
を
実
施
し

ま
し
た

。

　
こ
れ
に
は
藤
田
氏
の
ほ

か
ブ
ル
ガ
リ
ア
料
理
教
室

責
任
者
の
佐
々
木
和
子
副

代
表
理
事

、
久
繁
礼
子
会

計
幹
事

、
林
暁
子
さ
ん

、

リ

ュ
ボ
フ
・
ヤ
マ
モ
ト
特

別
会
員

、
今
村
功
会
長
ら

が
参
加
し

、
楽
し
く
有
意

義
な
交
流
を
し
て
き
ま
し

た

。

　
神
戸
市
で
は
コ
リ
オ
・

ヨ
ル
ダ
ノ
フ
氏

（
I
T
開

発
担
当

）
と
ル
ミ
ャ
ナ
・

ツ

ェ
ン
コ
ヴ
ァ
女
史

（
神

戸
大
学
教
授

）
ご
夫
妻

、

浦
谷
秀
男
氏

（
ポ
ー

ト
ラ

ン
ド
州
立
大
学
の
日
本
代

表

）
と
康
子
さ
ん

（
米
国

留
学
・
フ
ル
サ
ポ
ー

ト
代

表

）
ご
夫
妻
が
歓
迎
し
て

く
れ
ま
し
た

。

　
初
日
は

、
佐
々
木
副
代

表
理
事
ら
が
ヨ
ル
ダ
ノ
フ

氏
か
ら
指
導
を
受
け
な
が

ら
つ
く

っ
た
ブ
ル
ガ
リ
ア

料
理
を
美
味
し
く
味
わ
い

な
が
ら
交
流
し
ま
し
た

。

　
翌
日
は

、
浦
谷
ご
夫
妻

の
案
内
で
震
災
後
に
復
興

し
た
神
戸
市
内
を
散
策
し

友
情
を
温
め
ま
し
た

。

歴

史

や

文

化

な

ど

を

紹

介

　
ト
マ
・
チ

ュ
パ
ロ

フ
参
事
官
は
2
9
日

夜

、
リ
ー

ガ
ロ
イ
ヤ

　
ル
ホ
テ
ル
で
開
か

れ
た
当
協
会
主
催
の

「
チ

ュ
パ
ロ
フ
参
事

官
を
囲
む
夕
べ

」
と

「
ブ
ル
ガ
リ
ア
理
解

講
座

」
に
参
加
し

、

リ
ー

ガ
ロ
イ
ヤ

ル

ホ

テ

ル

で

ブ
ル
ガ
リ
ア
の
歴
史

や
文
化
な
ど
を
紹
介

し
た
後

、

「
自
然
の

美
し
い
ブ
ル
ガ
リ
ア

に
一
度

、
来
て
く
だ

さ
い

」
と
日
本
語
で

語

っ
た

。

チュパロフ参事官を囲む夕べと理解講座の終了後に記念撮影

参
事
官

　
チ

ュ
パ
ロ
フ

参
事
官
は
2
9

日
午
後

、
広
島

県
に
光
本
和
臣

商
工
労
働
部
長

を
訪
ね

、
自
動

車
産
業
を
は
じ

め
県
下
企
業
の

海
外
進
出
の
現

状
と
動
向
を
聞

き
ま
し
た

。

　
同
参
事
官
は

I
T
に
強
い
ブ

ル
ガ
リ
ア
企
業

の
状
況
を
説
明

し
な
が
ら

「
ぜ

ひ
ブ
ル
ガ
リ
ア

に
も
広
島
の
企

業
が
進
出
す
る

よ
う
に
支
援
し

て
ほ
し
い

」
と

熱

っ
ぽ
く
語
り

ま
し
た

。

　
こ
れ
に
は

、

当
協
会
か
ら
県

議
の
浅
野
洋
二

相
談
役

、
児
玉

浩
理
事
と
今
村

会
長

、
山
尾
秀

治
法
人
会
員

、

金
行
悦
子
理
事

補
が
同
行
し
ま

し
た

。

ブルガリア料理を食べた後に記念撮影

2日の朝食は隣
家の浦谷さん宅
でご馳走に▼
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広島とブルガリアの経済交流・協力支援の拠点に
（財）ひろしま産振興内にブルガリア広島事務所の開設

みんなが主役 各自の個性、特徴を発揮して、素晴らしい出会いと素敵な「国際貢献」を

実 現 さ せ よ う ！

竹
田
新
大
使
　

平
和
と
核
兵
器
廃
絶
で
意
見
交
換

広島県の光本商工労働部

長（中央）と記念撮影⇒

広島市役所に重藤経済局長を表敬訪問

 

経
済
交
流
の
推
進
を

 
チ

ュ
パ
ロ
フ
参
事
官
は

2
9
日
午
後

、
広
島
市
役

所
を
訪
れ

、
重
藤
吉
久
経

済
局
長
と
経
済
交
流
に
つ

い
て
意
見
を
交
換
し
ま
し

た

。
こ
れ
に
は

、
当
協
会

理
事
の
渡
辺
好
造
市
議
や

今
村
会
長

、
山
尾
法
人
会

員
ら
が
同
行
し
ま
し
た

。重藤経済局長（前列右）と記念撮影

リーパー理事長　ブルガリア訪問を希望

前
田
資
料
館
長
も
同
席

　
竹
田
新
大
使
は
8
月
2
3
日

広
島
平
和
文
化
セ
ン
タ
ー

に
ス

テ
ｨ
ー

ブ
ン

ブ
ン

・
リ
ー

パ
ー

理
事
長
を
訪

ね

、
ブ
ル
ガ

リ
ア
へ
の
赴

任
挨
拶
を
す

る
と
と
も
に

平
和
と
核
兵

器
廃
絶
に
つ

い
て
意
見
を

交
換
し
ま
し

た

。

　
こ
れ
に
は

外
務
省
の
山

岸
事
務
官
と

前
田
資
料
館

長

、
今
村
会

長
が
同
席
し

ま
し
た

。

　
リ
ー

パ
ー

理
事
長
は

、

当
協
会
が
ブ

ル
ガ
リ
ア
で

原
爆
展
の
開

催
や
平
和
市

長
会
議
の
メ

ン
バ
ー

拡
大

に
協
力
し
て

い
る
こ
と
を

高
く
評
価
し

て
い
る

、
と

語

っ
て
い
ま

し
た

。

　
さ
ら
に
先

日

、
ブ
ル
ガ

リ
国
立
合
唱

団
ク
テ
フ
の

メ
ン
バ
ー

と

の
交
流
や
公

演
会
に
望
ん

だ
感
想
を
述

べ
な
が
ら

「
平
和
を
希

求
す
る
庶
民

の
叫
び
・
歌

声
に
感
銘
し

た

。
一
度
ブ

ル
ガ
リ
ア
に

行
き
た
い

」

と
語

っ
て
い

ま
し
た

。

　

紙
元
専
務
理
事
と
懇
談

ひ ろ し ま 国 際
セ ン タ ー を 訪 問

　
チ

ュ
パ
ロ
フ
参

事
官
は
2
9
日
午

後

、
ひ
ろ
し
ま
国

際
セ
ン
タ
ー

に
紙

元
秀
樹
専
務
理
事

を
訪
ね
て

、
国
際

交
流
・
協
力
な
ど

に
つ
い
て
歓
談
し

ま
し
た

。　
マ
ツ
ダ

出
身
の
同

専
務
理
事

と
は

、
自

動
車
産
業

で
話
が
は

ず
ん
み
ま

し
た

。
参

事
官
は
ブ

ル
ガ
リ
ア

へ
の
進
出

支
援
を
強

く
要
請
し

ま
し
た

。

文

化

世

界

遺

産

・

ト

ラ

キ

ア

人

の

墓

文 化 世 界 遺
産 は ７ か 所

ブ ル ガ リ ア 探 訪 ⑥

＜４＞

＜自然世界遺産＞

　　①スレバルナ自然保護区

　　　　　　（ペリカンの繁殖地）

　　②ピリンの国立公園

＜文化世界遺産＞

　　(1)ボヤナ教会

　　(2)マダラの騎士像

　　(3)トラキア人の墓

　　(4)イヴァノヴォの岩窟教会

　　(5)リラの僧院

　　(6)古代都市・ネセバル

　　(7)シュヴェスタリのトラキア

　　　人墓地。

（
カ
ザ
ン
ラ

ッ
ク
市

）

　
文
化
遺
産
の
ト
ラ
キ
ア

人
の
墓
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
の

ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る

、

ば
ら
の
町
・
カ
ザ
ン
ラ

ッ

ク
市
に
あ
る

。

　
同
国
の
中
央
を
東
西
に

走
る
バ
ル
カ
ン
半
島
の
南

側
に
開
け
る
ト
ラ
キ
ア
平

原
を
治
め
た
ト
ラ
キ
ア
人

の
王
様
の
墳
墓
と
い
わ
れ

て
い
ま
す

。

　
ブ
ル
ガ
リ
ア
に
ﾄ
ﾗ
ｷ

ｱ
人
が
現
れ
た
の
は
紀
元

前
１
９
世
紀
か
ら
同
８
世

紀
の
こ
ろ
と
推
計
さ
れ
て

い
ま
す

。
全
国
に
あ
る
墳

墓
は
約
１
０
０
基
あ
り

、

カ
ザ
ン
ラ

ッ
ク
市
に
あ
る

墳
墓
は
紀
元
前
４
世
紀
晩

期
に
造
ら
れ
て
と
い
わ
れ

て
い
ま
す

。
羨
道

（
せ
ん

ど
う

）
、
前
室

、
主
室
か

ら
な
り

、
特
に
円
形
天
井

の
壁
画
は
鮮
や
か
で

、
１

９
７
９
年
に
ユ
ネ
ス
コ
の

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
ま
し
た

。

　
同
壁
画
は
フ
レ
ス
コ
画

と
テ
ン
ペ
ラ
画
の
技
法
と

赤

、
白

、
黄

、
黒
の
彩
色

を
使

っ
て

、
葬
祭
の
宴
会

と
行
列
の
情
景
が
描
か
れ

た
い
ま
す

。
宴
で
は

、
右

手
に
盃
を
持

っ
た
ト
ラ
キ

ア
の
支
配
者
夫
妻
な
ど
が

描
か
れ
て
い
ま
す

。

世界遺産の天井壁

　
現
在

、
墳
墓
の
現
物

は
石
造
記
念
館
の
中
で

保
護
・
管
理
さ
れ
て
い

て

、
一
般
観
光
客
は
近

く
に
復
元
さ
れ
た
レ
プ

リ
カ
を
見
学
す
る
よ
う

に
な

っ
て
い
ま
す

。

世界遺産の墳墓を保管した記念館
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ナ
ー

や
在
ブ
ル
ガ
リ
ア
日
本
国
大

使
館
の
新
大
使
の
来
広

、
ブ
ル
ガ

リ
ア
料
理
講
習
I
N
神
戸

、
元
ブ

ル
ガ
リ
ア
女
性
柔
道
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
の
リ

ュ
ボ
フ
・
ヤ
マ
モ
ト
さ
ん

に
よ
る
柔
道
交
流
や
ブ
ル
ガ
リ
ア

語
教
室
な
ど
を
取
り
上
げ
ま
し
た

▼
経
済
セ
ミ
ナ
ー

は

、
２
０
０
５

年
５
月
の
ア
ル
ゲ
ン
・
マ
ー

リ
ン

副
大
統
領
の
来
広
い
ら
い
の
懸
案

だ

っ
た
だ
け
に

、
感
慨
も
ひ
と
し

お
で
し
た

。
駐
日
ブ
ル
ガ
リ
ア
大

使
館
の
ト
マ
・
チ

ュ
パ
ロ
フ
商
務

経
済
担
当
参
事
官
の
協
力
や
県
・

広
島
市

、
商
工
会
議
所
な
ど
が
関

わ

っ
て
い
る

（
財

）
ひ
ろ
し
ま
産

業
機
構
と
駐
日
ブ
ル
ガ
リ
ア
大
使

館
商
務
・
経
済
部
が
共
催
し
て
く

れ
た
お
陰
と
深
く
感
謝
し
て
い
ま

す
▼
同
機
構
の
船
本
聰
武
常
務
理

事
が

、

「
東
欧
に
関
心
が
あ
る

。

機
構
の
中
に
ブ
ル
ガ
リ
ア
広
島
事

務
所
を
置
き
た
い

」
と
提
案
し

、

同
参
事
官
と
硬
い
握
手
を
交
わ
し

て
い
た
こ
と
に
感
動
を
覚
え
た
も

の
で
す
▼
ブ
ル
ガ
リ
ア
赴
任
前
に

竹
田
新
大
使
が

、
わ
ざ
わ
ざ
来
広

さ
れ
た
こ
と
に
も
役
員
一
同
は
感

激

。

「
更
な
る
ブ
ル
ガ
リ
ア
と
の

交
流
・
協
力
を

」
と
誓
い
合
い
ま

し
た
▼
佐
々
木
和
子
副
代
表
理
事

ら
６
人
が

、
神
戸
在
住
の
ブ
ル
ガ

リ
ア
人
・
コ
リ
オ
・
ヨ
ル
ダ
ノ
フ

と
ツ

ェ
ン
コ
ヴ
ァ
・
ル
ミ
ャ
ナ
ご

夫
妻
宅
を
訪
ね

、
ブ
ル
ガ
リ
ア
料

理
の
腕
を
挙
げ
て

（
？

）
帰
り
ま

し
た

。
来
る
１
２
月
２
日

（
日

）

の
ブ
ル
ガ
リ
ア
料
理
教
室
と
料
理

と
ワ
イ
ン
を
楽
し
む
会
に

、
期
待

す
る
声
が
一
段
と
高
ま

っ
て
い
る

と
か

。

(

爽

)

国
際
柔
道

連
盟
６
段

第３期第２回・「ブルガリア理解講座」
山尾、今村両氏が訪問団報告

第４次・ブルガリア訪問団を募集

日程：２００８年６月上旬～中旬（14泊15日）

 
ひ
ろ
し
ま
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
協
会
は

、
2
0
0
8

年
６
月
上
旬
〜

中
旬
に

、
第
４
次
・

「
ブ
ル
ガ
リ

ア
訪
問
団

」
を
派
遣
す
る
予
定
で
現
在

、
訪
問
希

望
者
を
募

っ
て
い
ま
す

。
定
員
は
６

、
７
人

（
現

在

、
５
人
決
定

）
。

　
今
回
は

、
ル
セ
市
で
の
原
爆
展
の
初
開
催
や
聖

イ
ヴ
ァ
ン
・
リ
ル
ス
キ
児
童
養
護
施
設
へ
の
薬
贈

呈

、
ば
ら
と
遺
跡
の
カ
ザ
ン
ラ

ッ
ク
市

、
旧
第
２

帝
都
の
ヴ

ェ
リ
コ
・
タ
ル
ノ
ヴ
ォ
市

、
黒
海
沿
岸

に
あ
る
世
界
遺
産
・
ネ
セ
バ
ル
を
は
じ
め
５
か
所

以
上
の
世
界
遺
産
な
ど
を
訪
問
予
定

。
参
加
希
望

者
は
早
め
に
当
協
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

　
猛
暑
だ
っ

た
夏
も
過
ぎ

秋
本
番
と
な
り
ま
し
た
。

日
中
は
暖
か
い
が
、

朝
晩

が
少
し
冷
え
込
む
気
候
と

な
り
、

街
中
の
イ
チ
ョ

ウ

の
葉
が
柔
ら
か
な
日
差
し

に
黄
色
に
輝
く
季
節
を
迎

え
ま
し
た
▼
通
算
第
１
２

号
の
本
号
は
、

念
願
だ
っ

た
ブ
ル
ガ
リ
ア
経
済
セ
ミ
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ド
ナ
ウ
川
沿
い
の
ル
セ
市
で
初
の
原
爆
展

５
か
所
の
世
界
遺
産
と
黒
海
沿
岸
も
訪
問

ブ
ラ
ゴ
ヴ

ェ
ス
ト

　
　
　
・
セ
ン
ド
フ
・
駐
日
大
使

岸
田
文
雄
・
衆
院
議
員

斉
藤
鉄
夫
・
衆
院
議
員

谷
合
正
明
・
参
院
議
員

浅
野
洋
二
・
広
島
県
会
議
員

今
村
　
功
・
H
I
E
S
代
表

寺
田
満
和
・
医
師

佐
々
木
和
子
・
日
本
語
教
師

高
丸
 
晃
・
会
社
会
長

坂
本
光
裕
・
自
治
体
職
員

藤
田
洋
三
・
会
社
顧
問

三
島
佳
代
子
・
日
本
語
教
師

山
尾
秀
治
・
会
社
代
表
取
締
役

久
繁
礼
子
・
法
律
事
務
所
職
員

長
松
　
勇
・
㈱
放
送
局
顧
問

碓
氷
芳
雄
・
広
島
市
会
議
員

大
庭
千
恵
子
・
大
学
准
教
授

木
谷
直
俊
・
大
学
教
授

児
玉
　
浩
・
広
島
県
会
議
員

佐
藤
佳
代
子
・
主
婦

北
後
顕
児
・
会
社
代
表
取
締
役

木
村
一
江
・
グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム
施
設
長

冨
沢
佐
一
・
新
聞
社
局
長

中
原
好
治
・
広
島
県
会
議
員

樋
口
英
子
・
団
体
職
員

本
多
み
と
り
・
主
婦

松
尾
健
司
・
団
体
役
員

矢
田
部
順
二
・
大
学
准
教
授

山
尾
ひ
と
み
・
会
社
代
表
取
締
役

渡
辺
好
造
・
広
島
市
会
議
員

金
行
悦
子
・
学
術
博
士

田
中
　
武
・
大
学
准
教
授

川
越
明
子
・
元
青
年
海
外
協
力
隊
員

小
原
寿
美
・
日
本
語
教
師

高
面
寿
子
・
主
婦

坂
井
紗
織
・
広
告
デ
ザ
イ
ナ
ー

目
　
光
紀
・
新
聞
社
東
京
支
社
長

隅
　
克
博
・
会
社
役
員

中
国
タ
ク
シ
ー

㈱

広
島
修
道
大
学

㈱
ビ
バ

㈱
ケ
ー

・
ア
イ
・
プ
ロ
デ

ュ
ー

ス

（
財

）
ひ
ろ
し
ま
国
際
セ
ン
タ
ー

（
有

）
パ
リ
ア
ン
ジ
ャ
パ
ン

（
財

）
ひ
ろ
し
ま
産
業
振
興
機
構

西
武
ト
ラ
ベ
ル
広
島
営
業
所

㈱
安
芸
管
理
サ
ー

ビ
ス

㈱
メ
ン
テ

ッ
ク

法
人
会
員

幹
　
事

理
事
補

常
任
理
事

専
務
理
事

副
代
表
理
事

代
表
理
事

会
　
長

相
談
役

顧
　
問

名
　
誉

顧
　
問

　
　
　
　
2
0
0
7
年
1
0
月
2
７
日
現

（
役
割
別
5
0
音
順

、
会
員
8
9
人
・
法

人

）

ひ
ろ
し
ま
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
協
会
・
役
員

理
　
事

監
　
査

会
計
幹
事

成功させよう！ドナウ川沿いのルセ市での「被爆写真展」２００８年６月上旬～

さらに国際貢献、平和交流などを活発化

黒海に浮かぶ島全体に遺跡が点在す る世 界遺産 ・ ネ セ バル

参加費：約４５万円

リ

ュ
ボ
フ
さ
ん
が
ス
ポ
ー
ﾂ
交
流

元
ブ
ル
ガ
リ
ア
女
性
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

　
広
島
の
柔
道
家
・
山
本
竜

正
さ
ん

（
柔
道
５
段

）
の
お

嫁
さ
ん
と
し
て
来
広
し
た
元

ブ
ル
ガ
リ
ア
女
性
柔
道
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
の
リ

ュ
ボ
フ
・
ヤ

マ
モ
ト
さ
ん

（
国
際
柔
道
連

盟
６
段

）
が

、
広
島
市
の
高

校
や
柔
道
ク
ラ
ブ
で
柔
道
指

導
を
行
い
ま
し
た

。

　
さ
す
が
６
段
と
あ

っ
て

、

ス
ピ
ー

ド
と
技
が
切
れ
て
い

る
と
同
時
に

、
ど
の
道
場
で

も
懇
切
丁
寧
に
技
を
指
導
す

る
姿
が
歓
迎
さ
れ
ま
し
た

。

広陵高校で指導するリュボフさん

顧問に谷合氏、常任理事に山尾氏
第１０回・常任理事・理事会

　
１
０
月
２
７
日

の
第
１
０
回
・
常

任
理
事
・
理
事
会

で
人
事
補
充
が
あ

り

、
顧
問
に
谷
合

正
明
・
参
院
議
員

（
元
A
M
D
A
・

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

難
民
キ
ャ
ン
プ
医

療
支
援
現
地
責
任

者

）
、
常
任
理
事

に
山
尾
秀
治
・
会

社
代
表
取
締
役

（
第
３
次
・
ブ
ル

ガ
リ
ア
訪
問
団
事

務
長

）
が
就
任
し

ま
し
た

。

　９月１３日（木）夜、ブルガリア語教室に引
き続いて第３期第２回・「ブルガリア理解講
座」が開かれ、山尾、今村両氏が第３次・グ
ルガリア訪問団の報告をしました。

ひ
ろ
し
ま
・
ブ
ル
ガ
リ

ア

協

会

の

主

な

活

動

＜国内活動＞
　１．ブルガリア理解講座
　２．ブルガリア料理教室
　３．ブルガリア語教室
　４．ブルガリア経済セミナー
　５．ブルガリアの人を囲む夕べ

　６．チャリティーバザール

　７．原爆資料館への案内
＜ブルガリアでの活動＞
　１．原爆展の開催（カザンラック
　　　市、ヴェリコ・タルノヴォ市）
　２．平和市長会議への加盟推進
　３．ブルガリア訪問団の派遣（３回）
　４．日本語教師派遣の推進
　５．大学や総合学校との交流
　６．聖イヴァン・リルスキへの薬の贈呈
　７．世界遺産の視察
　８．日本・ブルガリア友好協会との交流


